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	応 急 手 当��AEDの取扱い方法（成人）
	ＡＥＤ
	１　反応（意識）の確認
	２　協力者の要請
	３　気道の確保
	４　呼吸の確認
	５　人工呼吸
	６　心肺蘇生法
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	（１）　ＡＥＤを傷病者の横に置く
	（２）　ＡＥＤの電源を入れる
	（３）　電極パッドを貼る
	（４）　除細動（電気ショック）ボタンを押す
	（６）　心肺蘇生法の再開
	（６）　心肺蘇生法の中止

